
令和７年度
公私幼保合同研究会まとめ

園内研修研究会

大阪市保育・幼児教育センター



【 ね ら い・内容】
組織の一員としての役割や責任を
自覚し、教育・保育の充実と教職員
の資質向上を目指した園内研修の
あり方を探る

【 講 師 】
社会福祉法人檸檬会 副理事長
大阪総合保育大学 非常勤講師

青木 一永

【 テ ー マ 】
『やってよかった!園内研修』
～自園所の良さや課題を見つめ、試行
錯誤しながら保育を見直し、専門性を

高めるチームづくり～

参 加 園 所

大阪市立住吉保育所 大阪市立住吉乳児保育所

大阪市立万領保育園 小松幼稚園

大阪市立鯰江保育所 ひまわり幼稚園

大阪市立阪南保育所 太陽保育園

大阪市立千本保育所 念法保育園

大阪市立松之宮保育所 みつばさ保育園

大阪市立西大道保育所 キッズパレス旭町園

大阪市立北加賀屋保育所 南住吉つばさ保育園

大阪市立長吉第１保育所 AIAI NURSERY大淀中

大阪市立茨田第１保育所 桜ノ宮サンフレンズ保育園



実施日

第１回 ６月 10日(火)

第２回 ８月 １８日(月)

第３回 ９月 25日(木)

第４回 10月 29日(水)

第５回 11月 14日(金)

第６回 12月 15日(月)

第７回 1月 14日(水)

第８回 2月 20日(金)

内容

オリエンテーション＋研修デザイン01

実践発表01

研修デザイン02

実践発表02

研修デザイン03

実践発表03＋振り返り

発表準備

発表

実施一覧



デザイン

園 内 研 修 研 究 会



【これからのチーム運営】

・研究会を通じて、それぞれが自己成長を遂げるチームである。

・チーム名を決める。

・ニックネームで呼び合う。

・ファシリテーターを決める。

・意見に対しては拍手！

・リアクションは大きく。表情は相手のもの。

   (自分の表情は自分では見えない、相手は見える。)

・話は的確、端的に（句点をつけて話す。）

・「良いとこメガネ」をかける。

第

グループからチームへ → 共通のものがあってチームになっていく

チーム名＆ニックネームが決定！

第 1回

グループとチームの違い
〈グループ〉 共通項のある人の集まり。

→共通の目的・達成すべき目標はない。

〈チ ー ム 〉 共通の目的・目標がある人の集まり。

導 入

オリエンテーション＋研修デザイン01

チームメンバーになった時の体感を
               忘れないように！

一年間、一緒に研究会で学び合いましょう



6

・園内で高めたいものについて、職員同士で学びを深め、実践等
を向上させるのが園内研修

・園内研修のメリット 

             ◇日々の行為を「振り返る」ことができる(省察)

             ◇ 他者と同じ「情報」に触れる

             ◇意見や考えの「すり合わせ」ができる

◇「同僚性」を高められる

・同僚性＝質を高めるために、お互いに問いかけ合い、

高め合い、支えられるような組織文化

・仲良しチームとは違う

◇「組織文化」づくりにつながる

研修の意義とは



・研修の60-90%は活用されていない
・研修転移＝ 研修で学んだことが、役立てられ、その効果が持続すること

研修の実態

学習定着率という視点

・講義のみ ５％
（例：100分の講義を聞いて

５分程度の内容が残る）
〇自ら体験する 50～75％
◎他の人に教える 75～90％

園内研修は大切なことを
伝え合う場に大変良い！

園内研修の目的とは
園内で『解決したい問題』について職員同士で
学びを深め、実践等を向上させる。



研修をデザインするとは



関係性の大切さ

思考
の質

結果
の質

行動
の質

グッドサイクル

関係
の質

バッドサイクル

【かげほめ】

【組織の成功循環モデル】
結果の質から入ると
バットサイクルに陥る

・「それあなたが言いますか？」と思ったり
・「言っていることはごもっともなのに、
その通りにしたくなかった」…など

園内研修に白けてしまう

◎かげほめをしてみよう
（Aさんはその場にいない想定だが、
Aさんは背を向くなどしてひっそりと聞いている）

◎関係の質から入るのが重要



園内研修をデザインしよう

〇チームで話し合い、1つの研修(30分)をデザインする
   

①参加者の状態

②ねらい
（終わったときの姿）

③オープニング ④クロージング

⑤考えられる内容 ⑥実施するものを取捨選択して実施順に並べる

⑦効果的な環境づくり

研修デザインシート
〈テーマ〉
職場内の関係の質が高める園内研修をデザインする

○園内デザインのコツや準備

・参加者の状況を考えて行う。
ワクワク（期待）して来る
ドキドキ（不安）な気持ちで来る

・エンディングから考え、オープニングやその間をイメージ
しながらデザインしても良い。
・効果的環境として、札・ニックネームで呼ぶために使う物、
意見を言いやすくするために付箋などを準備しておく。

・問題を解決するための園内研修

・何を解決したいのか

・園が（私が）解決したいこと

◇保育者は園の所長と一緒に考えてくる。
◇園の所長は主任と一緒に考えてくる。

〈宿題〉次回の研究会までに園内研修を実施する



自園で園内研修をやってみてどうだったか

実践発表01

実践内容のシェア(チーム内)

実践内容のシェア(全体)

各自
・うまくいったこと
・うまくいかなかったこと
・それらの要因を振り返ると？

・他のチームにもシェアしたい事例を１つピックアップし全体発表
・シェア事例はうまくいかなかった事例も含む
～やってみて～（一部抜粋）
・アイスブレイクで盛り上がり、話が弾んでいた。
・新卒の職員のことを考えて、今回は歳の近い職員同士で組み合わせた。
・保育についてゆっくり語り合うことができた。
・参加者がどう思ったのかアンケートを取ってみたいと思った。
・時間が大幅に長引いてしまった …など

第第２回

宿題を振り返る



実践内容のブラッシュアップ
さまざまな実践を聴いて、今後取り入れたい視点や内容をまとめよう

【青木先生】

・問いのデザインをどう考えるのか？
結論は出さなくて良い。
心理的不安を取り除くようにして、意見を自由に言える雰囲気が大切。

・時間配分は難しいが工夫できる
例 あらかじめ「1分ですよ～」と伝えておく

機械に言ってもらう方法もある（スマホのアプリ、アラームなど）

〈次回までの宿題〉
○「私の園の問題」は何か？を１つ自園のキーパーソン（施設長）と考えてくる。
・問題は「～がない」「～ができていない」などの否定形の文章で表し行動Xの欄へ記入する。
・シートの空白４カ所に書き込んでくる。

〈園の問題の記入例〉
例① ×忙しい
〇時間がない（時間がないことで何が問題なのか）
⇒◎もっと深い内容で書く

例② ×保育士が足りない（これが問題ではない、
だから何が問題なのか？）

×ケガが多くなってきている
⇒◎保育士が足りず、ケガが多くなって安全が確保できていない。



問題の背景を考える
（問題解決の４つの箱）

宿題を振り返る

私の園の「問題」について

研修デザイン02

研修デザインのコツ

           
・取り扱いたいテーマが明確になっている

             ・研修によってどうなりたいかが明確になっている

(研修でどこまでいきたいのか、どうなってほしいのか、明確にする)

             ・目的を達成するための方法として適切なものになっている

テーマ

目 的

方 法

研修をデザインするうえで大切なこと 〈目標設定〉

第第３回



「あなたの園の問題の背景は？」
保育室の環境がいつも乱雑(例)

方法を考える



〈宿題〉
・次回の研究会までに園内研修（２回目）を実施する
・ねらっていたものが実現できているのかアンケートを取ってくる。

園内研修（２回目）をデザインしよう

◇これまでやデザインのコツを振り返る。
場づくりが大切！ メッセージをしっかり伝える！
シーンとなったら最初に発言する人が言いづらい。

園内研修の初めに、参加者全員で
「よろしくお願いします」の挨拶からスタートする。

◇解決したいこと（問題）をチームでシェアし、考察する。

元気に挨拶を！



園内研修（２回目）を実施してみて

実践内容のシェア(チーム内)

実践内容のシェア(全体)

実践内容のブラッシュアップ

【青木先生】

さまざまな実践を聴いて、今後取り入れたい視点や内容をまとめよう

〇 自園所の問題に向かって、自分ができることを一つ考えるきっかけになってほしい
・自分でできることを付箋に書く ・周りからも言ってもらう

～２回目を実施してみて～（一部抜粋）
・思ったよりも意見が出てこなかった。 ⇒事前に箱を作って書いて入れてもらうのも良い。
・時間が足りなかった。 ⇒複数回に分けても良い。
・アンケートより、何の効果があるのか？の意見があった。
ねらいを先に伝えるべきか ⇒テーマによっては先に伝えると正解探しになってしまうことがある。
ねらいを伝えないパターンもある ⇒場が盛り上がっている時に、実はこの研修は「○○がテーマなのよ」

と、後で伝えてる方が効果的なこともある。

各自
・うまくいったこと
・うまくいかなかったこと
・それらの要因を振り返ると？

〈宿題〉園内研修（３回目）を考えてくる
・解決したい問題は変わりないか？
・注意点はないか？
それぞれ今までを振り返りながら考えてくる

第第４回

宿題を振り返る

実践発表02



第５回

◎話しやすい環境づくりも大切
⇒・対話のグラウンドルールを決める。

     意見や感想が出た時に、合言葉「ヨッ!」「ハッピー！」など声を上げる。
・緊張しないように、始まる前にアップテンポの音楽を流す。

◎意思決定者は最初に決めておく
⇒ 少ない意見もよく考えながら意思決定者が最後に決める。時間短縮
にもなる。最終的な判断は誰にお願いしておくのか予め決めておく。

・「問い」の大切さ
オープンクエスチョンで聞いていく。
子どもに問いかけて話題が発展する時と同じように

例：どんな所を工夫した？
難しかった？
どんな工夫をした？
誰に聞いたらわかる？

楽しかった？
またやりたい？

園内研修（3回目）をデザインしよう

・困っていることがあるとしたら…
聞き方 ⇒ ×困っていることはない？

◎困っていることがあるとしたらどんなこと？
（相手が話しやすい問いかけ 前提て話す ）

×何で？ （言い訳を考えて話してしまう）
◎何がそうさせる？」 （答えの質が大きく違う）

オープンクエスチョン

クローズドクエスチョン（YES・NOで答えられる）

研修デザイン03



第６回 実践発表03＋振り返り

◎園内研修を３回行い、みなさんは間違いなく
パワーアップしている！自信を持って！！

◎大事なのは「問題解決に近づいたこと」
⇒何もやらないよりはやった方が良い！！

【青木先生】

この期間を通した学びと成長を振り返ろう

感想や気づきなどを付箋に書いて、
発表者にプレゼント！

宿題を振り返る

園内研修（３回目）を実施してみて



一年間の学びを語り合い、

発表にむけて準備をしました。

第７回 発表準備

◎次回予告をしてみよう

例： みなさん！
園内研修で大事なことは？ 次回お伝えします！
みなさんが気付いてないポイントは何だと思います？

次回お届けします！

コツ： 発表する内容から逆算して、疑問形にして作成。
疑問形で考えると、園長挨拶時などにも役立つ。



・「わたしのイケてなかった言葉や行動」
ネガティブというより、クスッとしたところもあり、
私こんなところもあるんです

・チェックアウト
・お互いにメッセージを送ろう
・今日を終えるにあたって

・ネガ→ポジ自己紹介
「実は 私・・・・」

ネガティブな自己紹介に対して、
４泊（手拍子）の間に、周りの人にポジティブ
な言葉で返す。

・右手の大きさ順に並べ！
大きさを測る方法は「手を重ねること」だけ
並んだり見比べてはいけない

・「GOOD or NEW」
最近、こんな良いことがあったんです！
最近、こんなことはじめたんです！

・YouTubeｒ/TikToker
になったとしたら何を配信する？

・「最近、子どもと関わりの中で『心が揺さぶられた』エピソード」
エピソード記述－保育の記録の方法
「保育者は」と書かない
「私は」と書く→私の感情をどんどん書く
子どもがどう思っていたか、想像することもどんどん書く

研究会で学んだ”研修のオープニング”(アイスブレイク)の参考例

・嘘を見破れ
（３つの真実と１つの嘘）



第８回 発表

園内研修研究報告会

1年間の学びをチームで発表しました

【研究報告会】

チーム：たこやきとらっかせい チーム：チュルゴウン

チーム：ボウ ドルチェ

チーム：ほんわかスマイル
ボブちゃんズ チーム：マウス



『やってよかった!園内研修』

令和７年度の研究会メンバーと指導講師の青木先生



１.研究会に参加したことで、どのような気付きや学びがありましたか？
・問題解決するために、直接な原因究明を求めるのではなくてまずは、関係性から向き合うなどグッド
サイクルで問題に向き合うことが大切であることを学んだ。
・グッドサイクルを意識すること、研修をデザインすることの大切さ(研修の方法、参加の方法、時間の
持ち方、付箋の活用、質問の投げかけ方)など多くの学びがあった。
・他園の先生方と園の環境や保育の内容、職員の関係性作りなど管理職としての悩みを共有したり
意見を聞くことで視野が広がった。

2 研究会に参加したことで、日ごろの保育（環境などを含む）に変化はありましたか？
・チームとして職場内の人間関係が良くなり、保育を楽しむ雰囲気が増しクラスや職種を越えて子ども
の姿を話し合う姿が増えた。
・それぞれの困りごとを共有することで、他の人の仕事について目を向けるようになった。
3 研究会での学びを、どのような方法で自園所の職員に伝えましたか？（生かされましたか？）
・所内の問題点に対して、テーマを決め職員の意見を共有できるように研修内容を工夫し、気軽に
保育について相談してみよう・疑問を投げかけてみようと伝えると、関係が少しづつ深まり、 職員
同士の話す機会が多くなった。
・今後研修を行う場面で活かしていけるように研修をデザインするコツを職員に報告した。

４. 研究会の学びを生かして、今後どのような保育をしていきたいですか？
・職員の関係性が高まるような研修をこまめに取り入れることで保育についてオープンに話が出来る
ようにしたい。
・バッドサイクルなアプローチではなくグッドサイクルなアプローチで保育運営を導いていけるように
していきたい。
・引き続き園内研修を行い、より良い職場環境と子ども達にとってもより良い場所となれるよう取り
組んでいきたい。

【園内研修研究会】参加者の振り返り





学びとなったこと

研究会メンバーによるまとめ資料
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